




【要約】

骨形成不全症の歯科的所見として、象牙質形成不全、歯髄腔の消失，歯頸部の狭窄などが

認められ、咬合について反対咬合を示すことが多い。今回骨形成不全症の顎顔面の成長発

育を把握する目的で、骨形成不全症児8名について、経年的に得られた歯列模型および側

貌頭部 X線規格写真を用いて分析検討した。

・各 Dental age の咬合状態は、ⅡC 期では 5人中 4 人、ⅢB 期では 5 人中 3 人、ⅢC 期で

は6人中3人に反対咬合が認められ、またそれぞれ観察最終時においては8人中5人(62.5%)

が反対咬合を示していた。

・上顎歯列弓長径はⅡC 期において－2S.D.以上小さい症列が 5 例中 4 例、下顎歯列弓長

径はⅡC 期において－1S.D.以上小さい症列が 4 例認められ、乳歯列の歯列弓長径が小さ

いことが観察された。

・上顎歯列弓幅径については、犬歯部はⅠC 期からⅣA 期までを通して標準値より小さい

値を示す症例が多く認められた。第 1 大臼歯部はⅢA 期からⅣA 期までを通して標準値よ

りも大きい値を示す症例が多く認められた。下顎第 1大臼部の歯列弓幅径は標準値より大

きい値を示す症例が多く、上顎と同様の傾向が認められた。

・側貌頭部 X 線規格写真分析では SNA が－1S.D.以上小さく上顎骨の前方発育不全を示し

たものが 3例、SNB が+1S.D.以上大きかったものが 6例であった。また、経年的に観察す

ると Convexity、A-B plane、SNB は正の方向に偏差が大きくなる傾向が認められ成長に伴

う反対咬合の増強が認められた。


